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［起き上がりの介助方法］
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外来診療受付時間
平日8：00～11：30・13：30～16：30　土曜8：00～11：30
午前の診療は９時から  午後の診療は１４時からとなります。
土曜日午後及び日曜日・祝日は休診

ご予約・お問い合わせ先　
西館1階　健康管理部　　
042-989-0650(直通) 

お問い合わせ：地域医療連携室・医療福祉相談室
　　　　　 042-989-8624（直通）

健康管理部からのお知らせ

リハビリテーション科コラム

「相談しよう・そうしよう」

ご自宅に受診券が届いたら、健康づくりに役立てるため、ぜひ特定健診を受けましょう！
健診日程をご予約いただき、健診当日には『特定健診受診券』と『保険証』をお持ちください。
受診券には有効期限がありますので、早めの受診をお勧めいたします。また、保険証が新しく
切り替わった場合、新しい受診券が必要になりますのでご注意ください。

仰向けに寝ている本人に、起き上がってﾍﾞｯﾄの端に座ってもらう介助
方法です。この動作は、食事やトイレや入浴など、ベットから離れる際に
必ず必要な基本的な動作の一つです。

他の病院から転院を考えたい・治療費の心配がある・訪問診療を利用したい・介護保険制度や身
体障害者制度について聞きたい等、患者様やご家族の入院・治療・療養に関するあらゆる疑問・相
談に専任の医療ソーシャルワーカーがお応えしております。

特定健診受付中！

両腕を組んでもらい両膝を
立てます。本人の膝・臀部・
肩の順に手を添えゆっくりと
膝、肩を倒します。

首から肩に手を入れ、肩と
膝を支えます。

てこの原理で、臀部を軸にし
て、本人の頭が弧を描くよう
に、肩と膝を支えて起こしま
す。

端座位になったら、前後左
右に倒れないように、身体を
支えます。本人に両手をしっ
かりついて身体を支えてもら
い完了です。

＊負担のかからない介助方法を身につけましょう。お気軽にご相談下さい。

① ②

③ ④
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～介助の手順～

毎年10月～12月は大変混み合いますので、
それ以外での受診をお勧めします
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　療養病棟委員会は、患者様の療養生活のサービスのため
のレクリエーションの提供、安全で安心した療養生活が過
ごせるように環境を整備する、という目標のもと活動をして
います。
　本年度は、毎年恒例となった夏祭り、ホットサンドさんに
よるコンサート、クリスマス会、豆まきの他にも、療養環境の
質を高め、患者様の満足度が向上するための、新たな取り組
みを計画中です。

　医療施設においては、常に患者さんの治療のために最善の努力をしております。 しかし、最近は医療施設において不幸にして医療事故
が発生することが報道され、社会問題となっております。
　医療事故とは、医療を受ける過程で、本来の疾患や外傷ではなく、医療行為により健康障害を生じることです。

　以前に比べて医療事故は増加しているのでしょうか？これはかなり難しい質問です。
　現在は、医学の進歩に伴い治療できなかった疾患が治療可能になってきました。しかし、それだけ患者さんに対して行う処置・投薬・手
術は、過程や種類が多く、しかも多数の医師・コメディカルが関与することになります。そのため間違いが起こるリスクは増加すると言うこ
とになります。以前は実数が把握されていなかったこともあり正確な比較は困難ですが、医療事故に関する訴訟や裁判件数は明らかに増
加しています。
　従って、医療施設では医療過失や過誤に基づく医療事故をゼロにすることと、それ以外の事故に関しても万が一発生した場合には、適
切に対応できる体制を整えておく必要があります。

　当院では、医療事故ゼロを目指す安全な医療を提供するために医療安全対策委員会を設置しております。医師や看護師だけではなく
薬剤師、臨床検査技師、診療放射線技師、栄養士、理学療法士、事務系職員など院内のすべての部署から選出された委員で構成されてい
ます。
　委員会では、毎月医療事故には至らないニアミス事例、ヒヤリとした事例（これらをインシデントと言います）を集積して、これを解析し、
新しい安全対策の具体案を作成します。さらにこれを現場に戻し、その効果を判定する、という作業をくりかえしながら日常の医療事故防
止に努めております。その他にも、医療安全対策に関する講習会を定期的に行い職員全体への啓発を行っております。　

　当院の「院内感染防止対策委員会」は平成13年より継続
的に会議を実施し、まもなく190回を迎えます。現在髙木院
長、細川医師（委員長）、看護部長、各病棟や外来の看護師、手
術室、栄養科、薬剤科、検査科などが、委員会に出席し、議論
しております。

　本委員会では一度流行すると爆発的に感染が拡がる可能
性のあるインフルエンザウイルスやノロウイルスのような微
生物感染拡大対策を講じております。全国のどの地域で流行
しているかチェックして、早期に対策できるよう尽力しており
ます。

　医師が迅速な対応を行えるよう、本委員会は、各病棟別の
ＭＲＳＡ(メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）や緑膿菌などの発
生状況や動向を把握し、定期的に報告しております。また、細
菌培養検査の結果をチェックし、多剤耐性菌の感染拡大を未
然に防ぐ一助となっております。

　院内感染防止対策委員会では、毎年職員全員を対象とし
た講習会の企画・実施を行い、常に最新の感染予防方法を職
員に周知させる機会を提供しております。また、適宜感染対策
マニュアルの見直しを行っております。

　教育委員では、看護部はクリニカルラダーを導入し個人の
能力に合わせて目標を設定しています。、
 また、ラダーレベルに合った院内研修会を年間を通して計画
的に開催しています。
 新入職者に対しては業務に対する不安を軽減できるよう、入
職1週間は集中的に業務に必要な知識と技術を習得・再確認
できるよう研修期間を設けています。子育てなどでブランク
がある方でも安心して業務に臨める環境づくりに心がけてい
ます。

　医療の質を向上させるため、当院では17の委員会を設置し、医師や看護師、コメディカルによって様々なテーマについて、話し合われております。委員会は次の通りです。
①運営委員会、②療養病棟運営委員会、③ＮＳＴ委員会、④外来救急運営委員会、⑤医療ガス安全管理委員会、⑥安全衛生委員会、⑦褥瘡対策委員会、⑧院内感染防止対策
委員会、⑨医療安全対策委員会、⑩防火・防災委員会、⑪輸血療法委員会、⑫広報サービス委員会、⑬薬事審議委員会、⑭教育研修委員会、⑮情報保護管理・倫理委員会、⑯外
来運営委員会、⑰業務分担推進委員会
　今回はそのうち４つの委員会をピックアップしてご紹介したいと思います。

委員会紹介

療養病棟委員会

医療安全対策委員会

院内感染防止対策委員会

教育委員会
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